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第 4 章では、原子間力顕微鏡 (Atomic Force Microscopy : AFM) による鉛電極反応のその場観察技術が、鉛電池
の研究開発に極めて有力な手段であることを示している。

































では、極板である Pb-Ca-Sn 合金に対する接合性や強度を確保することから Pb-Sb 合金が使用されており、アンチモ
ニーフリ}化は困難とされてきた。鉛電池の環境負荷低減からこの問題に取り組み、極板と極板を接合しているスト





第 8 章では、アンチモンフリー格子 (Pb-Ca-Sn) 合金を使用した LL 用制御弁式鉛電池に対し、カーボンウイスカ
ーとカーボンブラックの混合物を負極活物質に添加、正負極板の水平方向設置、充電量を毎回放電量の 104% とする
ことで、交互充放電試験において 2000 サイクル以上の寿命を持つ電池を開発している。
第 9 章では、鉛電池は将来性のある電池であり、地道な基礎的研究の蓄積が長寿命鉛電池開発のブレークスルーに
つながると展望している。
第 10 章は、本研究成果を総括している。
このように本論文は、環境問題のキー技術であるエネルギー貯蔵システムとして期待されている鉛電池の長寿命化
を材料開発の観点、特に金属学的見地から研究したものである。本成果は多くの示唆に富んでおり、材料学とくに金
属材料分野の発展に寄与するところは大である。よって本論文は樽士論文として価値のあるものと認める。
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